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DDGSが肉用牛肥育に利用されているが，

DDGS給与がルーメン発酵（アシドーシス

軽減など）や養分消化率に与える影響につ

いては報告内容が一致していない。これら

は DDGSの配合割合や DDGSの原料の差

異などに起因する。そこで，肉用雌牛に小

麦あるいはトウモロコシを原料とする DD

GSの配合率を変えて給与してルーメン発

酵と養分消化率に及ぼす影響を比較した。 

ルーメンフィステルを装着したヘレフォ

ード系雌牛 5頭（平均体重 420 kg）を給与

して 34日間を試験期間単位とする 5×5の

ラテン方格法に基づく飼養試験を実施した。

試験飼料は大麦サイレージ 5.8 %とサプリ

メント 5.5 %を共通として，1）粉砕大麦 8

8.7 %（対照），2），3）大麦を小麦 DDGS 

20あるいは 40 %と代替配合（各小麦 DD

GS 20，40）および，4），5）大麦をトウ

モロコシ DDGS 20あるいは 40 %と代替

配合（各トウモロコシ DDGS 20，40）し

た計 5種類であった。試験期間単位 34日

間の中の 21日間を馴致期間，22日目以降

を本試験期間としてルーメン発酵性状と養

分消化率などを調査した。 

その結果，次のような成績が得られた。

（1）DDGS配合率 40 ％区は他区よりも乾

物摂取量（DMI）と有機物摂取量が少なか

った。（2）ルーメン液の日中平均 pHと p

H5.5～5.8領域の持続時間には区間差が見

られなかったが，小麦 DDGS 20区は他区

に比較して pH5.2以下領域の持続時間が大

きかった。（3）小麦 DDGS区では DDGS

配合率増加に伴い，NH3-N濃度が直線的に

増加した。また DDGS区は対照区よりもプ

ロピオン酸濃度が低く，一方酪酸濃度は高

かった。（4）小麦 DDGS区は DDGS配合

率増加に伴い，乾物と有機物の消化率が直

線的に減少した。一方，トウモロコシ DD

GS区では DDGS配合率増加に伴い，CP

と粗脂肪の消化率が直線的に増加した。ま

た DDGS区は DDGS配合率増加に伴い，

NDF消化率が直線的に増加した。（5）DD

GS区は DDGS配合率増加に伴い，窒素と

リンの排泄量が直線的に増加した。（6）小

麦 DDGS区は DDGS配合率増加に伴い，

総エネルギーの消化率が直線的に減少した

が，トウモロコシ DDGS区では可消化エネ

ルギーが直線的に増加した。 

小麦，トウモロコシいずれを原料として

も DDGS配合率が 40％までの水準ではル

ーメンの弱（pH5.8～5.5）および中程度の

（pH5.5～5.2）アシドーシスに対する軽減

効果は観察されず，予想外の結果であった。

トウモロコシ DDGS区は対照区よりもす

べての養分の消化率が大きく，この結果可

消化エネルギー含量も増加した。一方，小

麦 DDGS区は対照区よりも乾物，有機物の

消化率が低かった。また，小麦，トウモロ

コシともに DDGS配合により見られた窒

素とリンの排泄量増加に関しては今後検討

を要する課題である。  

（科学飼料 57巻、9月号） 

 


